
花壇の完成！ ～ボランティア活動で美しい花を～ 

５月２９日の放課後、全校生徒の半数以上となる２６名がボランティアとして参加し、花壇整備を行いました。 

少し肌寒い気温の中、参加した生徒は草 

取りや土起こし、花植えと作業を進め、昨年 

と同様にマリーゴールドを中心とした花壇が 

完成しました。 

 今後は、学年ごとに当番制で、水やりや草 

取りを行い、秋ごろまで美しい花を咲かせ続 

けると思います。 

参加した生徒の皆さんお疲れ様でした。 

発行 古平中学校                       【学校教育目標】 

№２                        ・自ら考え、正しい判断をする生徒を育てる 

令和6年5月31日                 ・温かな心を持ち、誰をも思いやる生徒を育てる 

TEL 42-2557                  ・自分に厳しく、お互いに助け合う生徒を育てる 

FAX 42-2558                  ・しなやかで、健康な体をもつ生徒を育てる 

 

見知らぬ地で気づくこと、わかること 
 

校長   秋  元    大  
 

時折気温が上がらない肌寒い日も挟みながらも、新緑がその色を濃くしてきまし

た。保護者、地域の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げ

ます。 

連休が明け、本校では３年生の修学旅行、２年生の宿泊研修、１年生の見学旅

行が計画通り実施されました。３年生は青森県と岩手県、２年生は札幌市、千歳

市、北広島市、１年生は小樽市など、それぞれのテーマを持って行う地域探求活動

を中心に、普段見ること、触れることのできないことを多く学びました。各学年とも

大きな事故なく、無事帰着できたことを安堵していると共に、各方面のご協力に心

から感謝いたします。 

旅行行事の大きな意義として、普段暮らしている古平町とは違う風土や歴史、

そして人々の生活に触れて、新しい知識や感覚を得るという事があります。しかしそ

れは「知ろうとする、わかろうとする意識」を持って見つめなければ、気づかない事で

もあります。意図を持ってみる事で、より多くの事に気づく事ができるのです。  

変化のスピードが速くなり、めまぐるしく変化しているこの社会で生きていくため

の足場、バックボーンとなるのはやはりふるさとでの暮らしで培った考え方や経験で

す。様々な地域の特性を知り、共通性を見いだす事で、それが今後に役立つ力に

なっていきます。今回の旅行がその力の獲得に大いに役立つと信じています。  

学校では生徒の未来のため、様々な教育活動を通じて、これからの世の中を生

きていくのに必要な能力を育てるべく、授業改善や研修を進め、教育活動に取り

組んで参ります。保護者、地域の皆様のご理解とご協力を引き続きお願い申し上

げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中体連大会日程のお知らせ 

●水       泳   ６月１４日       岩内町    ●バドミントン    ６月１９日・２０日    倶知安町 
●バレーボール   ６月１９日・２０日 ニセコ町   ●野      球   ６月２９日～７月１日  余市町 
●剣       道   ７月 ６日       喜茂別町        ※詳細は各部活動ごとに連絡をします 

３年修学旅行報告！ ～青森・岩手 

 ３年生の修学旅行が、５月１５日から２泊３日の行程
で実施されました。まずは新幹線で青森県まで向か
い、ねぶたの家ワ・ラッセと三内丸山遺跡を訪問しま
した。ねぶたの跳人・囃子体験では太鼓や笛の大き
な音が鳴り響く中、多くの来場者とともに「ラッセーラ
ー！」という掛け声を響かせていました。 
２日目は岩手県盛岡市で自主研修を行い、各班で
計画したルートを巡り、盛岡調査を実施しました。その
後の猊鼻渓船下りでは、船頭さんの陽気な案内のも
と、高さ５０ｍを超える石灰岩の岸壁を間近で見るこ
とができました。五十嵐芽衣さんは「船頭さんが歌う
『げいび追分』は遠くまで声が響いていて凄いと思っ
た」と語っていました。 
３日目は中尊寺を巡り、金色堂をはじめ様々な建造
物を見学しました。吉田淳之介さんは「北海道には西
暦が３桁の時代に建てられた歴史的建造物がない
ので、想像が追いつかなかった。竹林や金色堂が特
に心に残った。」と振り返っていました。 
帰着後の生徒の表情から、充実した修学旅行で

あったことが伝わってきました。今回の旅行で学んだ
ことをこれからに繋げてほしいと思います。 

２年宿泊研修報告！ ～札幌・北広島 

  宿泊研修は５月２３日、心配された雨に当たること
なく、全員で出発することができました。まずは、さっ
ぽろテレビ塔から自主研修が始まり、専門学校での
職場体験や札幌市内の施設訪問を行いました。 
施設訪問では、北海道大学総合博物館や札幌地

方裁判所、札幌市青少年科学館などを見学しまし
た。地下鉄に初めて乗車する生徒が多い中、様々な
アクシデントを乗り越えて、新さっぽろ駅に集合するこ
とができました。 
 北広島市のホテルに宿泊した後の２日目。サケのふ
るさと千歳水族館では、菊池館長からサケと自然と
の密接な関りについて学び、サケの稚魚放流体験や
館内見学を楽しみました。エスコンフィールド北海道
では、スタジアムツアーに参加し、普段テレビで見て
いるスタジアムの裏側を見ることができました。 
 宿泊研修のために、学級全体で協力しながら準備・
当日を過ごしてきました。今は宿泊研修での学びをま
とめる活動を行っている最中です。しっかりと言葉に
してまとめ、良い形で宿泊研修を終えることができる
ように頑張っています。また、今回の経験を修学旅行
へと繋げてほしいと思います。 
 

１年見学旅行報告！ ～小樽 

  ５月２２日、１年生は小樽市内での見学旅行を行い 
ました。 
午前は、小樽市総合博物館にて小樽の街について 
学びました。職員の方の「小樽にはなぜ坂道が多い 
のか」という質問に対し、生徒が真剣に考えている姿 
が印象的でした。また、旧古平町役場が小樽の建造 
物より古くからあったことを知った１年生は驚きの表 
情を浮かべていました。小樽の歴史だけでなく、古平 
の歴史も感じることができた良い体験でした。 
博物館の後は４つの班に分かれて自主研修を行 
いました。自主研修は小樽の「魅力」を探ることがメ 
インテーマでした。旭展望台までプチ登山する班、天狗山から小樽の町並みを覗く班、アイスや団子・ラーメンな
ど小樽のグルメを堪能する班、神社や別邸を巡り少し大人の旅をする班と、それぞれ異なる視点から小樽の魅力
を探ることができました。 
１日という短い日程ではありましたが、天候にも恵まれ、充実した活動になりました。学校に戻ってからは各自
が iPad でプレゼン資料を作成し、発表会に向けて準備を進めています。各班が交流することでさらに深い学び
になることを期待しています。 


